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すべての子育て家庭に対する支援について  

（参考資料）  

次世代育成支援対策交付金（ソフト交付金）の概要  
【20年度予算】  【21年度予算】  
37，500百万円  → 38，800百万円   

各種の子育て支援事業などの次世代育成支援対策に関する施策について、地域の特性や創意工夫を活かした事業の実施を支援することにより、市町村行動計  
画に基づく取組の着実な推進を図るため、平成17年度に創設。  

～交付金化することによるメリット～  

○ 醐引こついて   
各市町村が本交付金の申請をする場合には、各市町村が次世代育成支援対  
策推進法に基づき策定する5年を】期とした行軌計画の毎年度の具体的な実  
施計画を作成します。  

従来の補助制度  

○ 各市町村が策定する事   
業計画全体  

助成単位  ○ 個々の施設・事業ごと  

※5年を1期とした行動計画の毎年度の具体的な実施計画であることから、  
事業計画に盛り込む事業・取組の内容は、実施しようとする次世代育成支援  
対策の施策や事業として行動計画において記載されていることが必要です。  

○ 各自治体が策定する   
事業計画に記載されて   
いる事業であれば助成   

対象   

○ 補助要件や補助基準   
が細かく定められ、こ   
れに対して適合するも   
のに限定  ○㈱こついて   

【特に重点的に推進する事業（特定事業）】  
①乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）  

②養育支援訪問事業  
③ファミリーーー・・・・サポート・センター事業  
※【拡充】病児・病後児預かり等も対応  
④子育て短期支援事業（ショ、一トステイ■トワイライトステイ）  

⑤延長保育促進事業  

【21年度新規事業】  
○次世代育成支援人材養成事業  
のほか、その他地域の特性や創意」二夫を活かした子育て支援サービ  
スの提供を行うための取組としての各種事業を対象とする。  

○ 補助要件に基づき個   
別の施設・事業ごとに   

その内容を審査し、採   

否や補助額を決定  
○ 補助金の使途は、当   
該事業に限定  

○ 交付金の算定方法について   
交付金は、個別事業ごとに交付する金額を決定するものではなく、事業計画  
を総合的に評価し、その事業計画の実施に必要な経費に対して交付するもの。   
特に重点的に推進する事業（特定事業）については、事業ごとに、従来の標  
準的な所要額を念頭に、事業量や取組内容に応じたポイントを設定します。  



次世代育成支援対策交付金（ソフト交付金）の対象事業・配分方法  

＜対象事業・交付額配分等について＞  

B その他事業（市町村の   

創意工夫ある取組）   

※児童の人口に応じ   
ポイント設定   

加算  

【取組例】  
・老若男女の地域住民の   取組事  

主体的な子育て支援活動   
菓数など  

、交流の促進   ＋           により ポイント  

・要保護児童対策地域協議   
会の設置・運営   加算  

・子どもたちからの電話相   

談等対応   
・食育の推進   
・子どもの事故防止対策 等   

A特定事業（子ども子育て応援プラン書項）等  

※各事業ごとに事業量や取組内容に応じてポイント設定  

①乳児家庭全戸訪問事業  
②養育支援訪問事業  
③ファミリー・サポートセンター事業   
【拡充】21年丘より病児・病後児の預かりも対応  

④子育て短期支援事業  
⑤延長保育促進事業  

①次世代育成支援人材養成   
事業【新規】  
②子どもを守る地域ネットワーク   
機能強化事業  
③へき地保育事業  
④家庭支援推進保育事業  

C 減算  

前年度の計画と実績に禿雛がある場合、執行率（実績／計画）  

によリボイントを減算（緩和措置あり）  

単位：億円  

＜17′＞ ＜18′＞ ＜19′＞ ＜20′＞＜21′＞   

346  340  365  375  388  

一時預かり事業  

のサービス・給付内容  

家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳児又は幼児について、主として昼間において、保育所その他の場所にお  
いて、一時的に預かる事業   

（勤実施状況  

《実施箇所数》 7，651箇所（H20年度交付決定ベース）  

（3）基盤整備  

の 基盤整備に関する枠組み  

市町村が次世代育成支援対策推進法に基づく地域行動計画において、計画期間（5年間）の取組を記載   

（卦 施設整備補助  

保育所の施設整備の際に一時預かり事業のための部屋等を整備する場合には、施設整備補助あり。  

†   



第16回社会倶F暮さ曇l会   
少子化対策特別部会  

自演の・実の仕事を手伝う人など様々であろ。「就労支援のための保育」ということも、あ   

まり一律に考えない方がよい。  

9 パートタイム利用者も含めた形に保育所制度を再編成してはどうかという考え方もあ   

ろうが、私はごちゃ混ぜにしない方がよいと思う。「在勤呆青」を安定して運営できる   

保育所の基盤があった上で、ニのような形の「一時保育」が安定して実施できるのだと   

思う。保育の面では、両者はほどよい触れ合いを持てている。  

10 当保育所の場合、ホールを利用して、週に4日、10時半～15時半、随時親子で利   

用できる「親子サロン」（0～2歳児対象）む開設しており、賑わっている。「親子サ   

ロン」、「イ時保育」、「定型保育」の3点セットがうまく機能しているu  

11「一時保育」がこのような場として機能している半面、短時間利用など気軽な預け場   

所とLてはあまり機能していないのは事実で、そのようなイこ摘もあると思う。そのよう   

なニーズに対しては別の種椿の「一時預かりの場を用意する必要がある。「ひろば」   

に付設するなど日頃から馴染んでいる場所であるのが望ましい。  

一三 3点セットで仕事をしていると、在宅子育て家庭が抱えている悩みや問題の大きさが   

よ〈分かるL親だけでなく、ナと㈱ちり、   

ゆったり遊べる楽Lい保育の揚が必要である。  

t3 少子化対策という視点からすると、ヰ，つと rひろばlや「冊時保育lのような在宅子   

育て家庭支援に力を入れる必要があると思う。（待機児嚢対策との関係で、現状は少し   

バランスを欠いている印象をもつ㍍）  

14今の経済状況から、子どもを預けて働きに出たい母親は増えている。しかし、小さい   

うちは自分の手で育てたいと思っている母親は多く、しかし家に閉じこもりたくはなく、   

割り切れていない母親が多い。そういう母親が r一時保育」を経験して、保存の揚が十   

どもにとってもむしろブラスであることを知り、仕事とF育ての両立の道に踏み出して   

行くことし少なくない。一時保育を手がけて、二れまでのようにa】lorn小山n空ではない   

生き方を保麿できる「中間的な保育ニー∴ズ」に応えろ腸の重要性を肌で感じている。  

参考資料  

○ 一時保育制度をめぐる経緯  
∴平成2年 間の補助事業として創設。  

・補助金は、定額制からスタートしたが、出来高払い制に移るなど変遷」ている。  

・東京都では、平成8年にバオバブ保育園を含む4園で開始したのが最初．  

・平成15年、国では「特定保育」（週3日ていどまで保育に欠けると市町村が認定した   

児竜を対象に必要な日時保育する事業）の制度が出来た。一時保育利用者の中にはこれ  

5   

平成20年10月2g【］  

保育所における一時保育の経験からの提言  

バオバブ保育園ちいさな家 達Ll」洋一  

（1乙成20年10月29日）   

陳述要旨  
1現在保育所で行われているトⅧ醐）とし   
て大きな可能性を持っている．L7うゝし その可能性の大きさが行政や保育関係者に理解さ   

れているとは言い経い、  

2 統計上の 一時保育実施屈所牧の約半数は「数名を通常保育クラスに 一時的に受け入れる」   

方式のものと考えられるが、私が大きな可能性を持つと考えるのは「専用の保育室と春作   

の保育スタッフを備え、冊引呆育」である。以下、   

そのタイプを想定して述べる。  

3 「一時保育」の中心となっている〝）ほ「非定型保育」（隔週に1Fl～毎週31］といった   

へ－スで継続して保育するもの）で、そこに「緊急∵時保育（親♂）病気等で短期間の保   

育が必要なもの）が加わっている＝  

4 「非定型保眉」が中心であることに上り、それなりのまとまりと楕：ち着きを持った保育   

旦堤がてきていて、子どもも楽しみにして来るょうに／よる。そういう中には「緊急一時的」   

に来る子も溶け込みやすいり 保護者どうしのつながりも生まれ、親としての学びヰjある，  

5 「非定型保育」を利用する理由は、就労からリフレッシュまで幅が広いリリフレノシュ   

も幅が広く、1．2歳児と赤ちゃんを育てている人にとっての必要性などよく分かる山 近   

年は宵闇疲れの親が直の健康センター／亡とから利用を勤められて来るケースも少なくな   

いレ1．2歳児が友だちと触れ合うことのできる保育の場としての意味もあり、親の期待   

ヰ〕部はそこにもあるように思われる。  

6 ニ〝〕ようなト時保育」は、1．2歳児を中心に11110〕5人を想定した3011了て   

いどの部屋と3人ていどの保育スタッフを用意することで、3〔〉－50人のニー∴オに応え   

ることができ、施設の効率性は痛い∩ また、保育所の中で実施することで調理、石請、相   

談、・事務など保育所が持つ機能や施設設備を清岡しているり 独立施設でヤればもっとコス   

トがかかるリ  

7 利用方式は、一定の制度の下での利用者と保育所の直接契約である”「時保育」の場   

合は、その方が即応力があり実際的であるL ただし、受け入れ客室を超える利用希望に応   

えきれずお断りする苦労は絶えない 

8 就労による利用者の中には、いわゆる待機児竜もいる。しかし、周に3［］利用し2日は   

祖母にみてもらうような人から、自宅就労なので成り立っている人、忙しい時期だけ  



○ 多摩市における一時保育利用実績（年間のぺ利用児童数）  に該当する子もいるが、二つの制度を区別して実施することは煩雑なので「一時保育」の   

中で受け入れている所が多いと思われる。  

・平成19年度全国統計は「一時保育」7．2】3カ所、「特定保育」927カ所  

・児童福祉法が改正され「一時預かり事業」が法定化されると、ト一時保育」も「一時預   

かり事業」の中に包括されるものと思われる。（ト時頼かり」という名称には疑問。）  

○ バオバブ保育園ちいさな家における一時保育の現状  

・登録児数（10月1日現在）  50名  

週1日以上定期的に利用  39名  

不定期に利用  11名（週に2～3回利用する人も含まれる）  

・登録児の年齢構成  

0鼓児5名、1歳児28名、2歳児17名、3歳以上児0  

（言主）3歳以上児や月齢の大きい2歳児は、近くのバオバブ保育園に紹介Lている。  

・利用の理由（申し込み時点での）  

・就労  21名  

・通院（出産を含む）  18名  

・生涯学習  2名  

・兄姉の行事等  2名  

・就Ⅰ馳活動  1名  

・リフレッシュ  6名  

計  50名  

・利用頻度（定期的利用者）  

平成15  平成16  平成17  平成18  平成19   

バオバブ保育園  一日  ト667  2．032  2．494  2．593  2．297  

半日  2（i3   420   148   】55   295   

バオバブ保育園  

ちいさな家   Ⅰ64   165   171   84   

A園   一日  1．24】  】．252  1．922  】．51l  1．626  

半口  500   348   95   45   37   

B園   一日  81g  l．】38  1．633  1．29▲l  1．424  

半日  392   263   左5   213   l】4   

C園   一日  1．211  2．558  2．944  2．517  2．4（）9  

半日  g30  1．043   85   8g   74   

D圃   一日  2，122  1十小）ウ  

半日  5g   84   

合計   一日  6．547  9．200  10．826  12．220  13，629  

半日  2．071  2．3ユg  578   730   752   

（註）多摩市には公立2、私立16の認可保育所があるが、うち6カ所で専用保育室をも  

った一時保育を実施しており実施率は高いと思われる。  

O 「親子サロンぴ－だま」の状況（平成19年4－12月の実績）  

・新規登録者数  270名  

・の′く利用人数（子ども）  3，035名   

のべ利用人数（おとな）  2，891名  

t開設日数  143日  

・一日平均利用人数（子ども）  21名  

（註）「親子サロンび－だま」は無料。スタッフ2名を配置し、その人件費は年間171  

万円。補助金は受けず保育所会計の中での独自事業として実施している。補助金を受けて  

いないので、市の統計にも国の統計にも載らない。  

23名   

5名  

10名   

1名  

39名  

・週1回  

・適2回  

・過3回  

・過4回   

計  
平成20年3月に登録されていた一時保育児童の4月以降の状況   

・幼稚園に入園  16名   

・保育所に入所  4名   

・認言正保育所に入所  1名   

・その他の理由で継続せず   2名   

・一時保育継続  21名  

計  48名  

福井県・すみずみ子育てサポート事業の概要  

事 業 の 趣 旨  

○すべての子育て家庭が、身近な地域において気軽に（家庭的雰囲気の中で）子どもの預かりなど子育てへの支援を求   

めることができる環境づくり  

○パートタイム労働や保護者の通院、学校行事参加の場合など、既存の子育て支援サービスでは補うことのできない保   

育ニーズヘの柔軟な対応  

事 業 内 容  

1対象事由  
保護者の通院、冠婚葬祭、子どもの学校行事、残業など、一時的に子育てのサポートが必要となる場合  

2 事業主体  

市町（NPO法人、シルバー人材センター、社会福祉協議会等に委託可）  

3 サポート内容  

①一時預かり（施設型、派遣型） ②保育所などへの送迎 ③家事援助（食事づくり、掃除、買い物など）  

4 利用対象者  

小学校就学前および小学校低学年（1～3年生）の子どもがいる子育て家庭  

5 補助基準額   

・利用料金700円／時間（標準利用料）のうち、半額350円／時間（負担割合：県1／2、市町1／2）  
※ただし、第3子以降3歳未満児の利用は700円／時間を補助（「ふくい3人っ子応援プロジェクト」）   

・保険料400円／人（年額）（負担割合：県10／10）  

¶
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すみずみ子育てサポート事業の仕組み  

委託契約（1時間700円）  

③登録者連絡  
■ ■ ■l■l■ ■l■ ■ ■  

⑦利用実績報告  ＝ ＝ll■ ■  

⑧委託料支払（1時間350円）  
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（む利用申込  利用料支払  
1時間350円）  

（∋利用者登録   

T ■ ■ ■ ■   ・＝ト  
子育て家庭  

■
 
 

■
 
 

■
 
 

＿
 
 

l■ ■ ■ ■ ■l■ ■ T ■ ■  

（訂登録申請（年間）  

すみずみ子育てサポート事業の背景  
一子育てを取り巻く環境の変化－  

○福井県の3世代同居世帯割合は全国で2番目に高いものの減少傾向にあり、家庭の子育て機能が低下  

＝｝ 地域における子育て支援機能の拡充  

○保育所でのサービスでは十分応えることのできない、保育ニーズの高まり  

⇒ きめ細かな保育サービスの拡充  

普段は在宅で子育てしているが週ト2回の仕事や、土・日の仕事のとき  

1時間程度の歯医者への通院や、入学式など上の子どもの学校行事があるとき  

夏休みなど小学校低学年の子ども1人では留守番ができないとき  

○福井県の総人 口 お よ び世帯類型別世帯数の推移  

β∠／．∫ββ  

（世帯）   

300．000  

250．000  

200．000  

150．000  

100．000  

50．000  

0  

「人 ノ   
βイβ．β♂♂  

βプβ．♂β〃  

g♂β．♂♂J  

7βク．♂ββ  

7ββ．クβ♂  

7イβ．♂♂β  

7ク♂．ク♂β  

7（フβ．♂♂J   

βクβ■クタ♂  β∠β・タイイ  

232・848  222、975  54．104   59．618  
39．6了8      33．281′  14．9～  47，626  22．3鴇  

后：＼  
16．111  ラ．用                                             17．481   18，g67  

60．859  55，724  49．800  
65．118  63．612  18．6，i  

2g．2l  

121．536  131．019  1ユ9．000  
114，820   110，731  

ヰ9．7l   
52．0鴨  

S60  日2  H7  H12  H17  

⊂：＝コ核家族世帯 ⊂＝：：コ三世代同居世帯［：：：：：：：コその他世帯［：：：：：：コ単独世帯 ＋総人口  

「夫 婦、子 ど も と 両鍔か ら 成 る世帯」 r 夫婦、子 ど も と ひ と り 続 か  ※ 三 世 代 同居 世帯 は  
ら 成 る 世帯J r夫 婦 、子 ど も と 他の親族 か ら 成 る 世帯J「夫 婦、子 ど も、親 と 他の親族 か  
ら 成 る 世 帯」 の 合 計  



すみずみ子育てサポート事業の利用状況  

○サービス利用の理由  ○利用児童の年齢別構成  

※小浜市「わくわくくらぷ」延べ利用者435人の内訳（平成21年8月）  

10  
※福井市、敦賀市、小浜市の利用児童の内訳（平成20年度）  

すみずみ子育てサポート事業拡充の要因  

育児疲れ解消や仕事のためなど、一時的に子育てへの手助けが必要となる場合、  

気軽に利用できる一時預かりニーズに対応  

利用料補助（標準利用料：1時間350円）により、サービス利用に伴う経済的負担を軽減し、  

利用機会を拡大  

NPO法人やシルバー人材センターなど地域における多様な担い手の参画により、  

身近な生活圏でのサービス基盤を整備  

○保育所でのサービスとは別の仕組みとして、すべての子育て家庭を対象に、そのニーズに対応  

○地域の子育て支援機能の活用を図り、身近なところで利用しやすい、低級のサービスを提供  

11   



一時環かり事業の運営事例  

】纂日  ●欄＝   事例2   

稟】覿】■所  鶏舎Z空き：ビル〔一事，ケ言草．畔l担ナ・載ニヲざ：   真岡r：】上告］き・こ士生井臣市いナ育てて＿†イ汀ヱト  
亡三詳ニlこ軍よ旨   

l  11！±1‡岳＃市シル■こ－人材tンγ－  ＼いL豆と／．千爾て㌣カ：－トヒノアーき1きモノ＝こ亡．′三：  

t   委託讐  福井市から－ナキでみ－ナ育て十」ポーー▲†篠r■t  ＿封r〒∴笑顔町∴・▲ら十．7‘ずフ‘一千育てヤ   
形  鼻声蓼●台   1て－ト‡♀竜一軒＝河卜皇   

■  ■箭ロ■l・亡串間   1璧ら「・エ訂オ∫た仁、9≡華F叩   i彗5＝・】∩をニノニl：つ喜草間   

★勤【うち一宇：■楕書書】   一軒職且1名   ユ名・：て・t・2．箭：  

タ  ツ  シルパー全点10£11ち三▼各：三  
フ  一号Il；1丁▼て〟・チャーこモー■†ギナ贅言l   つ名：ご．ち丁＿缶l  

】■1■ボランティ丁事（〝〉   一っ名   り手   

1大 三宍  1日に平ヨ鶏的に声巳l■さ ナrているスタッフ書  約5名■事l伸柑竃書．ニニて十劉1封   捨】．もIIll．零とけ．i欝lニ上・二「■■ナニモ，   

中‖胃∈‖肴  k、■口、9：30－上8：30  

1ヨ今岡700円・：登録fトな」l   1亡奇問7⊂・OP・＝三豊貌十1ない  
＊すみ・デフ■一千育てザポー†・事＃登韓草に1  ヰすき′デフ′－ナ冒‾丁十Iボー・†事禦息駿項－【ユ1  

ゴ托用科食  ∩吉帝l『分まで1巳年Ⅶ35〇R■考3十i刃埠3  誉8喜寿阿分までi巨考γ】ヨ5日円・：箪3十上二」．障3  
」麦寸土痛児J上一声♯ヰ1   ‘蒙も済ニモに捧料・  
呈「食J月中春   卓二食希望IT）綴き；エ桝＝会ヱ5D門   

鞘欄け斬■児暮  宝珠6十日へっ農ノ尼1叶学識クコ早生．）主て－  m隷モへ・・91謙ニモいト与野3羊壬■二【皇で   
杓1・l名   きモ23名  

1日の平均利用十         －■】12D年【t一言■ナユー壬■匿・一Iく閂JFi【1■ユ′＿  ・コミュ山草汀：■「ェ■rニ■牢間モー車1司′」k官 ∈9已ノ＼   

；憂書暮（20年】t）  」栂】，33ユ万テヨ   財‖．シDD「万円   

丁三■′．†・11・昔日．ユ＝コ万円ニ・  人件t  ＄B一元l、j吋1．0・10万習j     （一人■たり平均月■）  り吊Fゼi青1．仁・）つRTi■．事瞥l島本竜て山雫ちキ間】   l ／．．1た・1qT竺帽S．0仁王1R琴叶■  

内  1文科   28■■・・ン．：二的・1く）D‾Fこq：   】0■■・il▲畠勺】56万q 

駅  1亡べ；．】こ紆：】3万円：I   】▼†・il杓18「FPl：j  

一計t事  5：牢．（．＃＝80‾万円二・  滑▲も鬼■、漉1■事■■、七■暮等： 】・l■：i‡lL的〇Dl下q．】   

収入l：20年虞）  的1．65Jl：F円   純】．500万叫   

市■lからの妻l托t事   丁3■二†ふ r的】．21ノl万円】   うロー：一h：キ勺91コ0万F：I  
・丁ふ丁．ち．ナ蜘l   lTヌーr芦■I  

内  」托用料   ＝丁■ヱ；－：二†つ，tJ】0万鞘．：   】0■．）こ・：．約8DO万円．こ   

一駅   書付食   ナ▲†   なL  

他事暮収入からの充当   寸＿1  

l匠支暮且  軒＝2「万芋lソ・Ll－、胃センタ ▼闊★ハ・   lユ笹   

●刊帝児童書旨に町じてスタ：ソフナ乾l虐」て  ●毎て㌣揮h・ぞ．．一千．！ごも種仁・数一ウニ時†恥ニュl：・；婁  
いるため、シこ．7lそ一輪ん‾でいる．く」；，当口爪頒  うの‾ご、1／′∵′ノ和声ゴ匿ケ相当十てこ一スツ＝・：フ．（ユ  

かりIIさi兄に上ウてニlタン■フを呼rf出t＿てたり、  必露とな乙⊥  

カ1象‥．るユ   礪耀＝二あ七ってのl■ll                     ：1タニ・二′には声宅帯雷葬Lて」ごい‾亡も美う土て妄  ●キ・に、捏賄√ノ丸吉⊃人たちで増成L‾rいミ■      【てノで丘L・・．・：1ニ定職▲ウニ・儀真弓‖」差常．仁ニメご斉：∴な  
●一種考■薫．かl；、‡∫l篭二百；こtlれて」、・なl・－ナ．！‾t．  

テ＝ちな二r：‾P、ヤーこl－上．1二躍で乳ミ：‘   ●ノ、タ：二√：∫研1草ム；・」二・さ堕でj・．卜雷＝りご・こ、ち＝．こ⊥なかそ  

亡り時間：∠～：串J17よい， 
12  

子育てひろば「あい・ぽ－と」資料  

特定非営利活動法人あい・ぽ－とステーション  

資料1．施設内一時保育利用案内   

資料2．施設内一時保育利用理由   

資料3．施設内一時保育利用時間の推移   

資料4．施設内一時保育利用者数の推移   

資料5．施設内一時保育を利用された感想   

資料6．施設外一時保育利用概要   

資料7，施設外一時保育両会員数の推移及び活動実績  

（紹介・成立件数累計）  

資料8．子育て・家族支援者養成について   
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◆利用当日の流れ  

＜いらしたとき＞  
（D 会員カードを受付にこ提出＜ださい。   
② 利用申込書にお子さんの本臼の体温や様子などを記入してください。   
③ 名札（シール）をお付けください。   
④ 本田こ利用時闇分の保育料をお支払い＜ださい。   
⑤ こ記入された利用申込書をお持らになり、保育室へいらしてください。  
（外遊びが可能な場合は、靴も保育室にお持らください）   

⑥ 持ち物を、お子さんの名前の付いた専用カコに移し替えてください。   
⑦ 保育士へ利用申込書を渡し、お子さんの様子を伝えて＜ださい。  
◆利用申込書（HPからダウンロード可）について  
利用申込書は、保護者とスタッフの大切な架け橋です。  
お子さんの日常生活を尊重し、貪事時間や睡眠時闇などの  
生活リズムを大切にしたいと思いますので、こ記入をお願いします。  
時脚ださしヽ。   

＜お迎えのとき＞  
（か 受付にお寄りになり、会員カードをお受け取りください。  

一時保育「あおば」利用案内   
理由に拘わらず、お預かりいたします。   
お子さんと少しの時間離れてのリフレッシュを応援しています。   

※ご利用頂くには「あい・ぽ－と会員」の事前登録が必要です。  

◆一時保育利用時同   
月へ′日曜および祝日  7：30′）21：00   

＊ こ利用は1時間以上30分単位になります。   

◆対象   
生後2ケ月以上～小学校就学前のお子さん   
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＊ 料金は、こ利用の際に前払いでお預かりいたします。   

◆利用予約について 匪完全予約制  
※その際、予約時聞の確駿をさせていただきます。   
受付の時計で、6分以上経過している場合は、延長料金をいただ   
きますのでご了承ください。（30分単位）   予約受付時間：月一土 9：00－17：00（日・祝日除く）  

電話：03－5786－3253（予約専用タイヤル）※FAXは不可  
② 保育室へいらして＜ださい。  
③ 保育士より、お子さんの様子をお伝えし、利用申込書をお返しいたします。 

ト  

④持ら物や靴をこ確認のうえ、お持ら帰り＜ださい。  
⑤ 名札のシールはお取り＜ださい凸  

◆持 

胤。ふき  

⊥仁 丁∵ ‾  

＊ 会員登録後、奄話力、受付窓0にて予約をして＜ださい。  
＊ 予約は、利用希望日の1ケ月青打力＼ら可能です。  
＊ 翌日の予約及び予約時聞の延長は前日12：00までお受けします。  
＊ 恐れ入りますが、日曝は8日前．祝日は1遇lⅦ1打に締め切らせていただきます。  

※キャンセル及び保書時間＃凛更・短編に関して（2岬）   
■利用当日から8日前の17時以降のキャンセル→・保書料金の1割  
・利用当日から2日前の17時以降のキャンセル→保書料の5書l  
・利用当日のキャンセル→保▼料金の全鶴   
例）・月曜日のキャンセル→前週の木曜日17：00以降はキャンセル料が発生  
・18：00～21：00（3時間）の予約を15：00～18：00（3時間）へ時間豊玉＿  
→3日前の17ニ00以降のこ連帽の場合、3時間分のキャンセル料が発生  

・18：00～21■00（3時間）の予約を18■00～20：00（2時間）へ時間塾豊  
→3日前の17：00以降のこ達紹の場合、1時間分のキャンセル料が発生   

＊予約時間より早く迎えにいらした場合も、原則として返金致しません。   

＊予約キャンセルが大変多＜、利用希望の万が利用出来ない状況が発生していま  
す。キャンセルされる場合は、で華るだけ早＜こ連絡＜ださい凸  

◆食事について  

各自でご用憲＜ださい。短時間の予頁かりの場合でも、  
㈱皆兵．（オムツ）は必ずお持ら＜ださい。  

◆お最いしたいこと  
臣①こ予約された時間は、お守りください。やむを得ない事情でお預けが遅  
＜なったり、保育時間を延長する壌合は、こ予約の時間内に、必ずこ連  

j 招ください。この場合は、別途延長料金を頂きます。  
②匪則として、■中型甲輿望竺撃■I享でき軍草々し華甲？華子苧ん竺準  
調によっては、お預かりをお断りさせていただ＜1暴合がありますのでこ  
了承＜ださい。  
③インフル工ンザなど法定伝染病に感染し、発熱などの症状がな＜なった   
後も、回復期にある場合は、一時保育こ利用に際して治癒証朋（HPか  

1 ぅダウンロード可）の提示が必要となります。予めこ了承下さい。  

④誓是芸戻！ま遠護認諾喜詰責霊宝あ至芸忘7忘雲…詣芸芸芸讐完   
招ください。変更のこ連結のない場合は、お子さんをお渡しできません  
のでこ了承ください。  

⑤子ども力唱つ過程では、子ども同士、色々なトラフルが起こります机  子どもの成長、発達において大事な意味を持っている場合もあります。   
何らかのトラブルが起きた場合には、保育担当者から詳し＜状況のこ説  
明などをさせていただきますので、こ理解下さい。  

傘  
′て■一、  

一時保育「あ訴lさ」戸》P  

利用案内ほ。。，年り‖書～）  

潜区月］  

、、∴・   

去十一l二‾  
く＝）   

※事前登録について   

＊利用当日までに来館して、「あい・ぽ－と会員」の登録手続きをお済  

ませ＜ださい。   

＊登録受付暗闇：月～土9：00′〉17：00（日・祝日除＜）   

＊登録時に必要なもの：  
・年会費（お一人500円）   
・乳児医療証等（保護者とお子さんのお名前とこ住所が確認でき  
るもので、公的機関発行のもの、1つ）  
※0歳児の場合：母子手帳も必要となります。   

みなと子育てサポートハウス事業   
子育てひろば「あい・ぽ－と」  

〒107－0062  
東京都層区南青山2－25－1  
k O3－5786－3250（代）  

【事業の問い合Iつせ】  
潜区子ども支援部子とも課子ども家庭支援センター  
k O3－3432－8341  

子育てひろば  

あい・ぼ一と   
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子育てひろば「あい・ぽ－と」  

資料2．  

▼l・－・一一一－■ 1－‥－－■，・・・，・■－一－－■－－▲1－－1■■■い－■l一一 1・一－－一，・・・・－1〈＝－一l－，、－一， 1－、l1一■  一一＝  一一，、＝l・1－l一一■一＝－l  、▲  

施設内一時保育利用理由（2009年9月）  
＿＿一一一‾‾■■■‾‾「‾‾‾I■、㌧  

→＼、 
＼＼、 ←＼  

＼   

仕事  

39％  

．  あい・ぽ－との   

館内  

講座利用   

6％  
学習・資格取  

親の介護  

2％  4％  

冠婚葬祭1％  子どもの稽古  
5％  

＿．ニ・；二・＿∴．・：；：二＿一一一一  

病気・通院  

4％  

16  
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子育てひろば「あい・ぽ－と」  

資料4．  

子育てひろば「あい・ぽ－と」  

資料5，  

施設内一時保育を利用された感想  
0  25  50  75  100  125  150  175  200  

子どもが満足そうな顔をしていて安心した  

子どもを預ける自信がついた  

リフレッシュができた  

急用に対応してもらえて助かった  

仕事や就職準備での用事に対応してもらえて助かった   

子どもの様子を保育連絡ノートやスタッフから知ることができた  

子どもの個性や状況に応じたていねいな保育をしてくれた  

保育中の発熱など病気への対応が不十分だと感じた  

保育内容について説明が足りないと感じた  

スタッフの保育に疑問を感じた  

利用料金が高い   

保育時間や内容からして、保育料金は適切または安いと思う  

その他  
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子育てひろば「あい・ぽ－と」  

資料6  

派遣型一 時保育事業利用概要  

2006年4月から澄区の新規事業として、あい・ぽ－とステーションカ†「派遣型一時保育」を   

実施することになりました。預ける理由を問わずに、宿泊や病後児の保育もお受けする、全国でも   

先駆的な子音て支援策として、利用される万々のニーズに寄り添った柔軟な保高を目指しています。  

あい・ぽ－と子育てサ7K－ト事姥席  

利用会員登時  
打ら合わせの稲告  

支援活動報告雷提  

支指差員の紹∩  
利用会員の紹r「  

し支…】  
事育ち才丁ら合わせ  
料金支払い  

利用の内容二子どもの一時保育（確書泊を含む）  

病後児時保育（宿泊を含む）  

新生児保育  
育児支援（保育倭、  

幼稚園の送迎や一時保育など）  

対象年齢：生後7日以降の乳幼児  

～小学校6年笠の子ども  

t※21年4月から対象を拡大しました．）  

支援会員二子育て・家族支援者賛成喜籍座書忍定壱  

利用料金こ  
楕健児  

－f埼保育   ・新王児保育   

時間帯       通常  900円′rH  1．000円′H  宇朗（7時′－9時） †安閲（18昭・－21時）  日l鐘・事兄日  1，100円′H  1．2C亡〉円ノH  21（：に）～24 00  1、600円′H  1．700円′′－H   盾；白 （21時一聖粥了暗まで）  5，000円  10．000円   
子㈹とにト  
NPO〉去人あい・ぽ－とステーションカて、地  
上或の子育て力の向上をめざして実指する「子  
育て・家族支援者黄成講座」で、65時間の  
吉薫蒸・27時間の実習を受崩して、一定の知  
三哉と技能を有していることを「あい・ぽ－と  
ステーション」が認定し7三人材です。  

＊24 00以降は、宿泊の有無に関わらず、宿泊料金となります。  
＊24二（X以降の保育を予約される場合、ZlOO以降は宿泊料金   
となります。  

20  

子育てひろば「あい・ぽ－と」  

資料7．  

（人）施設外一時保育 両会員数の推移及び活動実績（紹介・成立件数累計）  
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伽
 
 

地
域
の
子
育
て
力
を
高
め
る
 
 
 

子
育
て
。
家
族
支
援
者
の
養
成
 
 

リ
一
‖
1
〓
7
隼
1
2
り
、
国
は
人
′
彼
の
少
1
い
化
 
 

対
策
の
基
本
と
な
る
 
二
ト
ビ
も
と
家
族
を
応
 
 

拉
す
る
日
本
重
一
点
戦
略
し
を
と
り
ま
と
め
、
 
 

「
鋤
き
万
の
改
羊
」
し
し
「
審
挺
に
お
け
る
√
 
 

育
て
を
包
括
的
に
丈
接
す
る
杵
射
み
 
（
祉
人
．
人
 
 

的
基
盤
）
 
の
貸
」
を
土
製
な
対
策
と
し
て
 
 

位
択
づ
け
た
じ
換
言
す
れ
は
、
「
ト
ム
H
て
や
家
 
 

庭
豊
満
を
犠
抑
に
す
る
こ
と
な
く
鋤
き
続
け
 
 

ら
れ
る
耗
労
茂
を
確
保
L
、
同
時
に
親
が
 
 

多
様
な
働
き
〃
を
選
択
て
き
る
柔
軟
な
サ
ポ
 
 

ー
ト
体
制
の
卜
、
安
心
し
て
ナ
ビ
も
を
頂
け
 
 

る
こ
と
の
で
き
る
保
育
ヤ
地
城
の
育
妃
支
推
 
 

の
充
実
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
′
、
 
 
 

患
東
女
学
園
大
宇
大
字
院
教
ほ
 
 

N
P
O
法
人
あ
い
・
ぼ
－
と
ス
テ
」
ソ
ヨ
ン
代
表
理
事
 
 

れ
も
地
域
の
冥
情
に
叩
L
た
活
動
を
如
問
L
 
 

て
い
る
。
特
に
浦
安
出
で
は
、
ク
一
級
議
種
か
 
 

ら
、
子
育
て
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
■
1
名
か
誕
坐
 
 

し
、
地
域
の
．
ト
ー
ポ
て
蓬
機
関
と
班
r
右
ろ
 
 

な
ぐ
和
談
権
能
を
発
揮
し
て
い
る
【
 
 

ノ
西
本
講
座
の
挙
 
 

・
高
い
水
準
の
講
座
 
 
 

本
講
座
は
講
義
と
尖
習
を
合
わ
せ
て
常
コ
 
 

マ
 
（
1
コ
マ
㈹
分
）
、
講
壁
用
間
は
毎
週
．
 
 

‖
、
1
か
パ
制
に
及
ぷ
、
講
師
は
本
法
人
現
 
 

車
を
は
じ
め
と
し
て
、
乳
幼
児
教
育
保
木
〓
の
 
 

第
．
腺
の
研
究
責
・
実
践
者
か
務
め
、
質
量
 
 

廿
ハ
に
高
い
水
準
を
‖
指
L
て
い
る
【
講
師
陣
 
 

…
汐
見
稔
率
（
∩
晦
や
国
人
や
学
長
‥
教
育
 
 

い
‡
 
森
卜
史
朗
 
（
r
ど
も
と
保
育
総
合
研
 
 

究
所
代
衣
＝
幼
児
教
育
）
 
遠
山
洋
．
六
 
 

オ
バ
ナ
保
育
園
ち
い
さ
な
未
開
良
‥
乳
幼
児
 
 

保
育
）
 
／
 
榊
原
洋
．
（
お
茶
の
変
√
大
学
 
 

教
授
‥
小
氾
医
学
）
 
小
西
行
郎
 
（
中
里
い
女
 
 

♪
医
大
学
教
‥
脳
科
学
）
 
同
 
性
 
 

科
授
 
 

（
夫
妻
女
√
人
草
雅
致
授
．
保
育
草
）
 
新
 
 

澤
読
流
∵
あ
い
・
ば
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代
 
 

衣
理
車
‥
保
育
カ
ヤ
ン
セ
リ
ン
ク
）
 
人
‖
 
 

向
雅
夫
（
発
達
心
理
学
）
 
ほ
か
】
′
 

‡
な
講
座
内
容
は
け
乳
幼
児
保
育
教
育
の
 
 

新
た
な
知
識
や
技
術
を
苧
ひ
、
サ
親
の
ニ
ー
 
 

ス
の
背
後
に
あ
る
個
別
の
車
情
を
理
解
す
る
 
 

力
と
化
ハ
に
、
コ
紬
の
悩
み
を
撒
き
、
仙
∴
す
 
 

地
域
の
子
育
て
支
措
定
視
の
時
代
を
迎
え
て
 
 
 

～
国
も
施
策
を
大
き
く
方
向
転
換
 
 

肺
 
 

こ
の
重
点
戦
略
は
、
少
子
化
対
策
・
・
ト
ム
〓
 
 

て
支
接
に
必
要
な
蟹
の
恥
人
成
と
も
い
う
 
 

ぺ
き
¶
子
ど
も
㌧
ナ
育
て
応
拉
プ
ラ
ン
」
 
 

（
2
＝
n
l
㌍
・
ホ
）
 
の
内
容
を
受
け
、
そ
の
 
 

小
か
ら
ム
，
・
後
の
日
本
社
会
に
‥
準
，
U
重
要
か
つ
 
 

急
戯
と
考
え
ら
れ
る
施
策
に
文
字
通
り
重
点
 
 

的
に
焦
点
を
穎
っ
た
も
の
で
あ
る
。
■
－
バ
ツ
q
 
 

O
牛
の
1
∴
封
シ
ョ
リ
ク
以
来
、
1
．
独
咋
に
 
 

亘
っ
て
き
ま
ぎ
ま
に
試
行
鈷
洪
を
繰
り
返
し
 
 

て
き
た
日
本
の
少
．
ナ
化
対
寵
”
が
、
よ
う
や
く
 
 

根
本
的
対
策
の
ツ
ポ
を
押
さ
え
る
こ
と
か
て
 
 

き
た
と
一
二
［
え
よ
う
。
こ
の
施
策
の
尖
現
に
要
 
 

す
る
弗
－
1
川
は
単
な
る
コ
ス
ト
て
は
な
く
未
来
 
 

へ
の
投
貿
で
あ
る
と
、
踏
み
込
ん
だ
見
離
を
 
 

一
小
L
て
効
果
的
な
則
政
茂
人
の
必
要
性
に
配
 
 

慮
し
て
お
り
、
重
点
戟
絡
に
か
け
る
政
柄
の
 
 

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ト
、
J
そ
き
る
 
 

土
接
と
で
き
な
い
友
接
を
見
極
め
、
で
き
な
 
 

い
王
様
は
他
の
人
ヤ
卑
円
債
閲
に
託
す
分
別
 
 

と
地
域
の
友
接
打
と
の
運
庶
右
の
習
得
等
を
 
 

重
視
L
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
1
．
 
 

・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
充
実
 
 
 

本
講
座
の
太
・
当
の
ね
ら
い
は
認
定
後
に
あ
 
 

る
と
考
え
て
い
る
r
活
動
で
得
た
成
果
や
聞
 
 

迅
点
を
共
有
し
、
時
に
は
実
際
に
活
動
し
て
 
 

小
足
し
て
い
た
知
識
や
技
術
に
気
付
く
と
い
 
 

、
7
戸
も
少
な
く
な
い
「
一
こ
う
し
た
要
請
に
応
 
 

え
る
た
め
、
毎
月
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
油
蝉
を
開
 
 

帳
し
、
友
接
力
の
維
持
向
し
に
努
め
て
い
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
認
定
符
に
は
、
で
き
る
限
り
有
 
 

償
の
活
動
統
会
を
撞
供
す
る
こ
と
も
、
ネ
講
 
 

座
の
人
切
な
役
調
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
 
 

晋
域
の
人
材
斎
戒
の
必
要
性
と
盈
 
 

八
人
材
養
成
を
必
要
と
す
る
北
星
昏
 
 
 

本
企
画
は
、
私
が
1
リ
7
0
年
代
当
初
か
 
 

ら
育
児
一
小
女
ヤ
ス
ト
レ
ス
に
悩
む
母
親
の
実
 
 

情
に
つ
い
て
繰
り
返
し
調
査
を
行
い
、
り
親
 
 

の
孤
独
の
深
刻
さ
と
そ
の
対
策
の
必
要
性
を
 
 

痛
感
し
て
、
具
体
的
構
想
を
温
め
て
き
た
も
 
 

の
で
あ
る
し
 
 
 

▼
－
」
育
て
の
α
滞
の
人
γ
を
担
い
な
が
ら
心
 
 

身
と
も
に
大
き
な
f
l
損
を
塵
い
ら
れ
て
い
る
 
 

け
親
か
チ
育
て
に
ゆ
と
り
を
取
り
．
促
す
た
め
 
 

大
日
向
雅
美
 
 

姿
勢
に
期
待
が
持
て
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
．
 
 
 

重
点
戦
略
の
申
で
特
に
地
〃
1
1
流
体
と
の
 
 

閃
怖
で
往
目
し
た
い
の
は
、
家
庭
に
お
け
る
 
 

．
ト
・
育
て
を
支
え
る
保
育
や
地
域
の
育
児
妾
接
 
 

の
克
夫
で
あ
る
し
地
域
の
千
人
ヱ
し
文
接
の
重
 
 

安
化
か
こ
れ
ほ
ど
＝
T
L
R
を
葉
め
た
時
代
は
な
 
 

か
っ
た
と
言
っ
て
も
心
音
で
は
な
い
っ
↓
－
ム
〓
 
 

て
よ
緩
は
姦
を
受
け
る
囲
も
支
え
る
側
も
 
 

「
ヒ
ト
」
で
あ
り
、
軋
点
戦
略
を
推
進
し
て
 
 

い
く
に
際
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
 
 

人
の
養
成
に
注
目
す
る
必
要
か
あ
る
■
 

‖
本
の
看
て
文
瞳
策
か
「
ハ
コ
モ
ノ
」
か
 
 

ら
「
ヒ
ト
」
の
育
成
へ
と
舵
取
り
の
〃
両
を
大
 
 

き
く
転
換
さ
せ
た
時
代
を
迎
え
た
こ
と
は
感
 
 

慨
深
い
こ
と
で
あ
る
が
、
地
域
で
情
動
す
る
 
 

人
材
の
速
成
は
十
分
な
董
柿
に
乏
L
く
、
 
 

則
．
夕
に
は
進
ま
な
い
難
L
い
課
題
を
抱
え
 
 

て
い
る
こ
と
が
最
大
の
問
題
点
し
J
い
え
よ
う
「
 

本
稿
で
は
プ
r
育
て
∴
水
族
友
接
骨
」
養
 
 

成
に
1
隼
余
り
前
か
ら
取
り
軋
ん
で
き
た
N
 
 

P
O
法
人
あ
い
・
ほ
1
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
 
 

某
践
を
郷
介
し
、
こ
の
凱
他
に
果
た
す
自
治
 
 

体
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
．
‖
 
 

噸
 
 

に
も
、
必
要
に
応
じ
て
．
時
伯
に
ナ
育
て
を
 
 

代
わ
っ
て
く
れ
る
人
が
必
要
て
あ
る
U
．
万
、
 
 

′
よ
‖
て
か
」
段
落
し
て
も
柑
就
麟
依
り
▲
は
難
し
 
 

′
＼
 
社
会
か
ら
の
疎
外
成
T
－
純
済
力
の
な
い
 
 

不
安
に
苦
し
む
中
隼
期
の
女
性
が
少
な
く
な
 
 

い
一
骨
児
巾
に
文
法
を
求
め
る
母
親
や
育
犯
 
 

か
．
段
落
し
た
後
の
社
会
参
加
を
求
め
る
女
 
 

性
の
双
〃
が
、
小
き
が
い
を
も
っ
て
地
域
で
 
 

捗
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
の
シ
ス
 
 

テ
ム
と
し
て
「
支
え
■
支
え
ら
れ
て
お
互
い
 
 

様
」
 
の
関
係
を
地
域
に
築
く
こ
と
が
求
め
ら
 
 

れ
て
い
る
。
 
 
 

本
法
人
か
港
区
と
の
協
働
で
運
営
す
る
′
ナ
 
 

育
て
ひ
ろ
ば
ハ
あ
い
・
ぽ
ー
と
）
 
（
港
区
術
 
 

ド
‖
山
〉
 
で
は
、
「
理
由
を
問
わ
ず
預
か
る
一
 
 

時
牒
育
」
を
他
所
に
失
脚
け
て
ソ
一
C
り
り
J
隼
 
 

の
開
設
当
初
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
 
 
 

「
育
て
∴
水
族
女
は
許
の
方
々
が
、
保
育
 
 

ト
ス
タ
ツ
7
と
比
ハ
に
主
に
．
時
保
育
者
と
な
 
 

り
て
、
地
域
の
喜
て
家
扶
の
二
－
ズ
に
応
 
 

え
る
ベ
ノ
、
症
力
仙
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
ソ
一
級
認
定
者
は
勅
手
の
家
庭
等
、
 
 

希
望
さ
む
Q
場
所
に
川
向
い
て
え
接
す
る
派
 
 

仰
J
山
型
．
時
保
育
者
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
 
 

い
る
か
、
接
家
疲
が
一
般
と
な
っ
て
い
る
今
 
 

‖
て
は
、
実
家
の
洩
の
よ
う
に
き
め
細
や
か
 
 

に
ト
ス
ほ
L
て
も
ら
え
る
と
歓
迎
さ
ね
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
当
初
は
本
講
座
の
意
義
に
付
し
 
 

出
講
座
の
概
要
と
実
績
毎
 
 
 

「
よ
H
て
・
家
族
支
援
者
」
は
、
N
P
‖
 
 

あ
い
・
ぽ
－
と
の
子
育
て
 
 
 

家
族
・
支
援
者
養
成
 
 

E網卿  

は
人
あ
い
・
ほ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
・
／
が
ト
催
 
 

す
る
誹
庫
を
受
講
し
、
れ
格
を
認
定
さ
れ
て
、
 
 

地
域
の
7
「
一
育
て
文
ほ
に
従
W
す
る
人
材
を
意
 
 

味
す
る
。
せ
講
対
象
は
、
′
上
‖
て
締
験
の
れ
 
 

妹
に
か
か
わ
ら
ず
着
て
支
接
に
皿
心
を
も
 
 

ち
、
地
域
て
活
動
が
で
き
る
抑
故
以
仁
の
里
 
 

女
で
あ
る
r
特
に
．
1
ム
‖
て
か
一
段
落
し
た
女
 
 

性
や
退
職
後
の
地
域
活
動
を
R
指
す
朋
友
の
 
 

社
会
参
加
を
板
野
に
お
さ
め
、
老
君
出
女
旺
1
 
 

同
参
両
で
地
域
の
育
児
力
の
向
じ
を
図
る
こ
 
 

と
を
日
指
し
て
い
る
 
 
 

↓
－
ム
り
て
∴
が
族
友
ほ
石
」
の
認
ハ
疋
は
．
 
 

現
れ
の
と
こ
ろ
、
1
魂
∵
了
育
て
ひ
ろ
は
等
 
 

で
親
子
に
か
か
わ
り
、
遊
び
を
友
ほ
L
、
▲
 
 

略
保
育
溝
助
を
行
、
ユ
、
2
級
八
日
宅
や
晶
 
 

板
育
を
打
う
．
新
井
把
、
 
 

望
家
庭
等
で
．
畔
 
 

痛
縁
M
ル
、
緊
急
時
の
お
泊
り
預
か
り
を
人
．
1
む
 
 

派
遣
型
‥
時
保
育
）
 
か
ら
な
る
 
【
－
絨
‥
地
 
 

域
の
施
設
隼
寸
を
机
一
円
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
行
 
 

う
 
相
伴
育
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
【
 
 

正
成
は
準
備
中
）
 
 
 

講
座
閲
始
迄
に
ソ
1
隼
余
の
準
備
期
問
を
鮮
 
 

て
、
港
区
で
ソ
】
り
り
5
隼
に
り
り
撒
窮
1
期
、
 
 

リ
】
‖
‖
6
年
に
リ
ー
緻
耶
1
期
を
閉
講
し
た
 
 

現
ん
1
融
は
第
Ⅵ
則
、
リ
ー
級
は
弟
‖
剃
ま
で
 
 

ま
施
（
1
紐
認
定
昔
2
‖
1
名
、
ソ
一
絨
認
定
 
 

者
1
日
名
「
ソ
ー
り
り
＝
隼
か
ら
浦
安
市
・
一
 
 

代
m
区
で
も
同
様
の
㌦
種
を
閲
姑
し
、
い
す
 
 

て
疑
問
の
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
三
地
域
 
 

の
子
育
て
支
援
に
こ
こ
ま
で
本
格
的
な
講
座
 
 

が
必
要
な
の
か
フ
∴
と
訝
る
声
は
、
人
′
も
本
 
 

講
座
を
椚
介
す
る
度
に
各
方
面
か
ら
㈹
か
れ
 
 

る
じ
「
せ
講
音
は
・
仁
鰯
で
あ
ろ
う
か
ら
、
3
、
 
 

1
回
で
済
む
術
中
な
も
の
で
な
く
て
は
希
望
 
 

行
は
集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
か
 
 

「
ナ
育
て
支
援
ヤ
保
育
は
、
女
廿
で
あ
れ
は
、
 
 

特
に
白
身
に
子
育
て
S
辟
版
か
あ
れ
ば
、
だ
 
 

れ
で
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
一
と
い
う
上
〃
 
 

か
寄
せ
ら
れ
る
√
 
 
 

た
が
、
地
域
で
化
民
が
行
う
ー
育
て
文
ほ
 
 

は
、
保
育
十
や
保
健
輔
等
の
＃
門
職
か
行
う
 
 

支
接
と
は
ま
た
顆
な
る
確
し
さ
に
対
応
す
る
 
 

カ
が
求
め
ら
れ
る
、
J
人
々
の
価
値
組
や
隼
清
 
 

法
式
は
多
様
で
あ
り
、
隼
配
者
と
れ
い
親
と
 
 

の
問
に
は
世
代
の
差
が
あ
り
、
吐
き
た
時
代
 
 

の
ル
珊
も
小
さ
J
、
な
い
J
往
会
状
況
の
変
化
 
 

に
作
っ
て
、
持
の
十
育
て
の
常
蔵
が
適
用
し
 
 

な
い
場
ム
り
も
あ
り
、
良
か
れ
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横浜市の一時預かり事業について  

○横浜市においては、平成21年度からは、週2・週3の定期利用など、就労による利用も加え   
て、補助事業を実施。  

○現在は、「子どもミニデイサービスま－ぶる」（NPO法人）など、合計4法人（NPO法人3法人、   
社福1法人）において実施。  

O「子どもミニデイサービスま－ぶる」における実施状況は、毎月約30～40％程度が就労を   
理由に利用している。（21年7月 425人中170人、同年8月 304人中136人）   

【横浜市・補助事業内容】   

○定員10－15名   
○対象児童市内に居住する生後57日以上で小学校就学前までの児童   

○開設日時 週5日（曜日不問）  

10時から15時までを含む1日6時間（施設の判断により延長可）   

○利用料金1時間 500円以下   
○利用制限 児童1人あたり、月84時間まで（遇3日相当）   
○設置場所 市内の利便性の高い場所   

○実施施設 認可外保育施設  

【子どもミニデイサービスま－ぶる】  

・単発利用 9：00～15：001時間 500円   

定期   9：00～15：00（6時間）  9：00～13：00（4時間）   

日数   週3   週2   週3   週2   

3歳以上   25，000円   20，000円   20，000円   14，500円   

1～2歳   28，500円   21，500円   21，500円   15，000円   

0歳   30，000円   22，500円   22．500円   15，500円   

25   

WAKU2保育 9：30～12：45（3時間）週1回 5．500円／月 週2回10．500円／月  




